
 

 

平成 30年度６月定例記者会見 次第 

日時：6月 25日（月）13時 30分～ 

会場：糸島市役所 庁議室 

 

【出席者】 

〔伊都国記者会〕朝日新聞、糸島新聞、西日本新聞、毎日新聞、読売新聞 

ＮＨＫ福岡放送局 

〔糸島市〕   市長、副市長、教育長 

  関係部    総務部、企画部、人権福祉部 

  関係課    総務課、地域振興課、秘書広報課、子ども課 

 

 

１ 市長あいさつ 

 

２ ７月のイベント                    ●イベント情報 

 

３ 案件 

（１）糸島市職員の募集について 

（総務課） ●資料１ 

（２）九大生による学習応援「九大寺子屋」について 

（地域振興課） ●資料２ 

（３）糸島市マーケティングモデル推進事業 第２弾商品について 

（秘書広報課） ●資料３ 

（４）糸島市ファミリー・サポート・センター事業開始式について 

※市長短信で説明             （子ども課） ●資料４ 

 

４ 市長短信                         ●短信資料 

 

 

５ 懇談・その他 

 

 

 

   ■次回定例記者会見の開催日時（予定） 

日時：7月 25日（水）13時 30分～ 

場所：糸島市役所 庁議室 



 
 
 
 
 
 
 
 

～ 一般職の年齢要件を更に緩和 ～ 
 

平成３０年度糸島市職員採用試験を下記のとおり実施することになりました。 
昨年度に引き続き、公共施設の老朽化等に対応するため、「建築技術」を募集します。また、職員の

定年退職に伴い、糸島市発足後、初となる「渡船職員」を募集します。 
なお、公示日を平成３０年７月１日としておりますので、ご配慮をお願いします。 
 

記 
 １ 内  容 
  (1) 試験の区分と採用予定者数等 

試験の区分 採用予定者数等 

一般事務 Ａ ４人程度（３５歳まで） 

土木技術 Ｂ ２人程度（３５歳まで） 

建築技術 Ｃ ２人程度（３５歳まで） 

渡 船 Ｄ １人程度（３５歳まで） 

 

   (2) 日程と会場 

ア 申込受付期間：平成３０年８月１日（水）～８月１５日（水） 

イ 第一次試験日：平成３０年９月１６日（日）  会場：糸島市立前原西中学校 

ウ 第二次試験 ：平成３０年１０月中旬～下旬（予定） 会場：糸島市役所 

エ 第三次試験 ：平成３０年１１月中旬～下旬（予定） 会場：糸島市役所 

 

  (3) 試験案内及び申込書の配付 

    糸島市役所の市民課（１階）、総務課（２階）及び各校区公民館に備え付けています。また、市

ホームページからもダウンロードできます。郵便での請求も可能です。 

 

 ２ 添付資料    「平成３０年度糸島市職員採用試験案内」 

 

 

定例記者会見資料 

平成３０年６月２５日 

総務部 総務課 

糸島市職員の募集について 

【問い合わせ先】 
総務部 総務課 人事係（大西） 
TEL：323-1111（内線 1216） 
   332-2100（直通） 



 
 
 
 
 
 

 

1. 概要 
九大寺子屋は、九州大学の学生（以下、九大生）が自らの研究内容を分かりやすく児

童に教え、交流することで、次代を担う児童たちの学習意欲の向上とともに、九大生や

九州大学に親しみを持ってもらうことを目的として、平成27年度から実施している事

業です。 

 

※昨年度までは糸島地域の一体的な地域振興を図ることを目的に、福岡県と糸島市が 

協働して設立した糸島地域広域連携プロジェクト推進会議が、プロジェクトの一環 

として実施していましたが、今年度から糸島市単独で実施することとなりました。 

 

2. 実施内容 
 小学校の土曜授業を中心に、九大生による児童への学習支援活動を行います。 

九大生と各小学校が打合せを行いながら、授業計画を立てて実施します。 

 

  ≪ 九 大 生 ≫ 約30人参加（九州大学新入学生サポート制度の学生等） 

  ≪実施予定日≫ 平成３０年７月から平成３1年3月まで １６回実施（全３３コマ） 

≪ 授業内容 ≫ 授業内容については、九大生と実施校が協議のうえ決定します。 

≪ 実施校 ≫  以下の８校 

小学校名 対象学年 クラス数×実施回数

1 加布里小学校 ５年生 ２クラス×２回

2 前原小学校 ５年生 ４クラス×３回

3 一貴山小学校 ５年生 １クラス×１回

4 長糸小学校 ５年生 １クラス×２回

5 怡土小学校 ５年生 ２クラス×２回

6 雷山小学校 ５年生 １クラス×３回

7 可也小学校 ５年生 ３クラス×２回

8 姫島小学校 全校生徒 １クラス×１回
 

 

   平成３０年度第１回目の九大寺子屋は 

   ７月７日（土曜日）  怡土小学校  ８：５５～ ９：４０ 

              雷山小学校 １０：５５～１１：４０ 

是非取材をお願いいたします。なお、取材いただける場合は、小学校に取材許可を得る必要があるため、

７月２日（月）までに市地域振興課にお問い合わせください。 
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企画部地域振興課 

九大生による学習応援「九大寺子屋」を実施します 

市内小学校の半数（８校）が実施！ 



3. 今年度の変更点 
≪変更点１≫  実施校が８校に（市内小学校の半数が実施） ※前年度６校 

≪変更点２≫  糸島市が事業主体となり実施 

 

4. 昨年度実績（平成２９年度） 
≪ 実 施 校 ≫ 前原南小学校（３クラス×３回） 長糸小学校（１クラス×４回） 

福吉小学校（1クラス×４回）  可也小学校（３クラス×３回） 

引津小学校（１クラス×４回）  姫島小学校（全校×１回） 

≪ 実 施 日 ≫ 平成29年5月～平成30年３月 18回実施（全３０コマ） 

≪ 授業曜日 ≫  土曜日 

≪ 授業構成 ≫ ダビンチタイム30分 児童アンケート等15分 

ダビンチタイムとは 

九大生が講師となり、九大生が大学で日ごろ勉強している研究内容や、小学校での勉強が実社会

でどう生かされているかなどをスライドや教材を用いて分かりやすく授業。児童に学ぶ楽しさを

感じてもらう授業です。 

⇒昨年度の授業内容例 

  ・ロボットの世界（工学府）       ・生き物のかくれんぼ（理学部） 

・薬のカタチを考える（薬学府）    ・オーロラのお話（理学府） 

・3Dを体験しよう！（人間環境学府） ・天気の話（工学部）   など 

 

中心となっている九大生は、「九州大学新入学生サポート・学習サポート制度」のメンバー 

➢「新入学生サポート制度」と「ティーチングアシスタント（学習サポート）制度」は、伊都キャン

パスで学生生活をスタートさせ、何かと不安のある学部１年生に対する大学生活・修学支援を目的

とする制度。 

➢4月・5月の2か月間、新入学生サポート室に待機し、質問相談に対応。（期間中の質問相談者は、 

毎年延べ約1,500人。） 

➢学習サポートは、学習面での質問相談に特化して、大学院生が対応。 

 

過去参加児童と保護者の声（一例） 

 今まで知らなかった物事に興味を持ち、親に聞いたり、自らインターネットで調 
べて知識を深めるようになりました。（保護者） 

 新しい発見があり子どもはとても楽しんでいます。自分から内容を話してくれ、 
親も知らない事なので家族で盛り上がっています。（保護者） 

 九大寺子屋があった日は、内容を聞かせてくれました。楽しい授業だったようです。
九大に行きたいと思っているようです。（保護者） 

 九大では、どんな勉強をしているのか気になった。（児童） 
 先生（九大生）の話は分かりやすかった。帰って親に自慢したい。（児童） 
 今日の話を聞いて、建築に興味がわいてきました。九大に行ってみたい。（児童） 

 

 

 

【問い合わせ先】 
◆糸島市 地域振興課 定住・学研都市係（大鶴・中村・髙嶋） 
℡ 092-332-2062  E-mail chiikishinko@city.itoshima.lg.jp  

mailto:chiikishinko@city.itoshima.lg.jp


 
 
 
 
 

マーケティングモデル事業の概要 

本市では、平成 28年９月から糸島市マーケティングモデル推進事業（以下「ＭＫモデル」）に取り組み、糸島市

食品産業クラスター協議会、博多女子高校、アジアン・マーケット(博多女子高講師)と連携して販路開拓、広告宣

伝及び商品開発を一体的に行っています。平成 29年度は、第１弾の JＦ糸島「ふともずく」を題材にマーケティン

グに取り組み、ローソンで商品化されるなど、以前の６倍の売上を達成しました。 

第２弾として、糸島産天然真鯛のアラを利用した出汁が完成し、平成 30年度に「だしスープっ鯛！」の販路開

拓、広告宣伝を実施していきます。 
 

「だしスープっ鯛！」商品概要 

漁獲量日本一を誇る糸島の天然真鯛をもっと広く知ってもらい、特産品、ブランドに

したいと、㈱やますえで商品化を決意され、平成 29年度にＭＫモデル商材として決定。

博多女子高校の２年生と一緒に市場調査、販売側の出口調査、デザイン、常温製造、味

の評価など多くの時間と試行を重ね「だしスープっ鯛！」がようやく完成。平成30年度

から販売を開始します。 

 

 

 

 

第２弾の取組内容 

真鯛の漁獲、エキスの抽出、お客様を想定した料理方法など、商品に関わる人たちの想いや工程を知り、

体験しながら、また買っていただける人のことを一番考えながら商品化を進めてきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の予定 

出口調査で協力いただいた小売店などに販売依頼。さらに高校生による営業に 

加え、糸島の飲食店等による真鯛メニュー普及、宣伝に取り組みます。 

 販売先予定：志摩の四季、福ふくの里、やますえ、住吉酒販など  

定例記者会見資料 
平成３０年６月２５日 
企画部秘書広報課 

糸島市マーケティングモデル推進事業第２弾「糸島産天然真鯛だし」完成！ 

特殊な加工技術を見学（長崎） 料亭など 
 味や販売の評価 

レシピ考案 真鯛の漁師さん聞き取り 

・800円（税別） ・内容量 220ml（10倍濃縮） 
・常温保存    ・ペットボトル 

【問い合わせ】秘書広報課ブランド推進係 担当 岡・長谷川・藤森 電話３３２－２０７９ 

糸島産天然真鯛100%使用 

博多女子高生による 
デザイン、ネーミング 
 



 

糸島市ファミリー・サポート・センター事業開始式式典を⾏います 

 

7月２日（月）の事業開始に先立ち、6月30日（土）10時から式典を行います。 

式典では、糸島市ファミリー・サポート・センター事業の概要説明を行い、引き続き「おねがい

会員」の登録会を行います。たくさんの方の参加をお待ちしています。 

 

【開始式】 

日時：平成30年６月30日（土） 10時～ 

場所：糸島市交流プラザ志摩館 別館２階会議室（糸島市志摩初30番地） 

【当日の日程】 

１，開始式 

① 開会 
② 挨拶（市長） 
③ 祝辞（来賓挨拶、紹介） 
④ 事業の説明 
⑤ 閉会 
 

○出席者：約９０名に案内状を送付 

来 賓：糸島市議会議長、副議長、市民福祉常任委員会委員長、市民福祉常任委員会副 

委員長 

出席者：主任児童委員、代表区長、糸島市放課後児童クラブ受託法人、校区民会議、Ｐ 

ＴＡ会長、シルバー人材センター、糸島市社会福祉協議会等 

 

２，お願い会員説明・登録会（場所は開始式と同じ） 

① 10時45分～ 
② 11時45分～ 
 

※この開始式の後、７月２日（月）から本格的な会員登録を開始し、10月１日（月）より相互援助

活動を開始します。 
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人権福祉部子ども課 



糸島市ファミリー・サポート・センター事業の概要 

◎別添チラシをご参照願います。 

「おねがい会員登録会」 

日にち 時 間 場 所 

７月１４日（土） 

10時30分～11時30分 
糸島市交流プラザ志摩館3階 

いとしまファミサポ事務局 

７月１８日（水） 

８月２２日（水） 

８月２５日（土） 

「サポート会員講習会」 

土日コース（全２日） 

日にち 時 間 場 所 

①８月４日（土） 

８月５日（日） 
9時30分～15時45分 糸島市健康福祉センターふれあい 

②１０月２０日（土） 

１０月２１日（日） 

平日コース（全４日） 

日にち 時 間 場 所 

③９月１９日（水） 

９月２０日（木） 

９月２１日（金） 

９月２５日（火） 

9時30分～12時20分 糸島市交流プラザ志摩館 

業務委託先 

【事業者】糸島市ファミリーサポート（いとしまファミサポ） 代表者 吉村 登美子 

【名 称】糸島市ファミリー・サポート・センター 

【場 所】糸島市志摩初30番地 糸島市交流プラザ志摩館3階  

【ｔｅｌ】３３２－８７１７ 

予算額 

 ◎平成30年度～平成32年度 14,394千円（実施計画事業） 

平成30年度…運営委託費及び開設準備費等 5,676千円 

平成31年度…委託費           4,359千円 

平成32年度…委託費           4,359千円 

 ◎財源：補助対象経費に対して、国1/3、県1/3 



目標 

◎平成30年度…会員登録者数 50人から100人 

         利用回数   年間50回から100回 

◎平成32年度…会員登録者数 200人 

利用回数   年間700回 

期待する効果 

 ◎保護者等が仕事と育児を両立させ、安心して働くことができる環境を整えることで、保護者と

児童の福祉向上につながる。 

本市のファミリー・サポート・センター事業の特⻑ 

市では、本事業の開始にあたり、平成28年5月に市内で子育て支援活動を行っている団体等の

代表者が会員を務める「ファミリーサポート事業推進ネットワーク会議」を設立し、以来２年間、

市民アンケートの内容検討、事業内容、実施要綱（案）の策定などを協働で行いました。 

さらに、この会議会員が母体となり、平成 30年３月に『一般社団法人糸島市ファミリーサポー

ト』を設立され、市は当該法人に本事業の運営を委託しました。 

課題解決策を、市民と行政が協働で考え、事業を構築し、実現していくという意味で、大変意義

ある事業であると考えております。 

 

【参考】一般社団法人糸島市ファミリーサポート（いとしまファミサポ）のメンバー 

代表理事  吉村登美子（前原ファミリーサポート ゆりかごの会）  

理事  

佐藤 倫子（福岡教育大学非常勤講師、一社ママトコラボ理事）  

若松志摩子（元自治体職員）  

肥田美恵子（愛しmaman代表、株式会社ＡｓＭａｍａ認定共助サポーター（ママ

サポ®））  

監事  三苫純子（元自治体職員）  

代表社員  

岡 三恵子（NPO法人ジネス   代表理事）  

尾崎 恭子（フリーライター、ディレクター）  

宗野 美咲（マクロビオティック料理専門家） 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

人権福祉部子ども課 子育て支援センター係 

          担当：波多江 

ＴＥＬ：代表 321-1111（内線1661） 

332-2074（子ども課直通） 






